
 平成25年 事故の型別・起因物別発生状況　（ 確定値 ）　 秋 田 労 働 局
（平成26年4月9日作成）
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41 92 (1)179 14 1 4 3 (1) 2 2 14 311 (2)

51 4 5 1 1 11

52 4 10 2 27 4 4 9 3 3 9 1 76

荷 61 4 2 1 6 1 5 1 8 28

環境等 71 3 (1) 18 2 9 9 (6)19 (1) 3 (1) 1 3 (1) 3 5 75 (10)

91 1 1 1 1 3 7

92 3 2 37 2 1 45

99 1 3 (1) 4 (1)

194 (4)241 35 68 15 (6)44 (2)111 (3)101 5 21 (1) 6 2 3 1 61 (5) 82 11 5 (1) 1006 (22)

　（注）　　労働者死傷病報告（休業４日以上）を集計したもの。（　）は死亡内数。
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